
J A 3 A E R   荒川　泰蔵

大阪（関西）で我々が主催した第3 4 回S E A N E T コンベンションから2 年目、第3 6 回S E A N E T コンベンションは、2 0 0 8 年1 1 月2 0 日から
4 日間、ボルネオ島はサバ州のコタキナバル（K o t a  K i n a b a l u ）で開催された。ここコタキナバルでの開催は2 0 0 1 年に続いて7 年ぶり
である。今回はB A R C  ( B o r n e o  A m a t e u r  R a d i o  C l u b )  が主催したが、7 年前の主催クラブS A R S  ( S a b a h  A m a t e u r  R a d i o  S o c i e t y )  も協
力していた。



私は関西国際空港からコタキナバルまでの直行便 M H - 5 1
（週 2 便）に乗るため2 日前に出かけた。直行便だと約 5 時間の
フライトで午前 1 1 時 1 0 分に出発して午後 3 時 2 0 分（現地時間）
に到着するが、J E 3 B E Q 宮本さんは翌日のクアラルンプール
経由便M H - 5 3 でコタキナバルに到着したのは深夜になったら
しい。関西国際空港では偶然 J A 5 T F F 藤原ご夫妻とJ A 5 A I L
畠山さんに出会いコタキナバルまで同行することになった。
今回は事前に9 M 6 D X X ,  S t e v e から頼まれた東京ハイパワー
製のリニアーアンプのボードを持参したため、彼が空港まで
迎えに来てくれた。コタキナバル国際空港は市街地から車で
2 0 分とかからぬ海岸沿いにあり、拡張工事や周辺の道路の
整備の最中であったが、新しく建設するターミナルビルは格
安便の運行で知られるA i r  A s i a 専用のターミナルビルとのこと
である。
コンベンション開催日より2 日早く着いたので特別局 9 M 4 S E A
の設置や、参加者の空港への出向かえなどに立ち会うことが
できた。前日に9 階の1 室（9 1 6 号室）にセットアップした特別局
9 M 4 S E A は9 W 6 K O M ,  K h u m a i n i 達がそこに寝泊りして参加
者がいつでも運用できるよう便宜を計ってくれた。設備は9 M 6
X R O  ( G M 3 O O K ) ,  J o h n のF T - 9 2 0 とI C - 2 K L で、アンテナは9 M
6 D X X  ( G 4 J V G ) ,  S t e v e 達がバターナッツのバーチカルアンテ
ナをホテルの屋上に設置したものである。特別局のプリフェッ
クス9 M 4 は西マレーシアでも使われるためコールサインだけ
でエンティティはわからないことになるが、今回の Q S L マネ
ジャーは9 M 6 T W ,  J a m e s である。今回のC o m m i t t e e の3 6 人は
顔写真とともに役割を記してプログラムに掲載されているが、
そのほとんどの人達は若い現役の人達で、この4 日間は仕事
を休んでの参加だと話していた。

初日 ( 1 1 月 2 0 日・木曜日）はメイン会場であるH o t e l  P r o m e n a d e
のロビーに、午前中から受付けのデスクが設置され、前日ま
でに到着していた参加者の受付を始めたが、夕刻までには
参加者の大半が到着し登録を終えた。再会を喜ぶ人や新し
い人達を紹介し挨拶する人でロビーが賑わった。この日の歓
迎会（F e l l o w s h i p  D i n n e r ）はバスなど数台の車に分乗して近く
のヨットクラブ（K i n a b a l u  Y a c h t  C l u b ）に移動して行われた。ホ
テルのボールルームが工事中で使えないこともあるが、ホテ
ルは食事も飲み物も高いからと地元の人が耳元でささやいて
くれた。日が暮れていて全体が見渡せないが、クラブハウス
のテラスや少し離れた東屋や庭（屋外）にテーブルが並べら
れ、参加者が思い思いに席について歓談できるようになって
いた。食事はバッフェスタイルでソフトドリンクは自由であった
が、ビールは東屋に作られたバーで有料であった。地元の人
達が地酒だと振舞ってくれた飲み物は米から作ったといって
いたが、甘みが強く日本の酒よりはアルコール度が低いよう
に思われた。
今回の参加者は事前に登録した人達に加え、地元のハムや
ゲストも加わって総勢 2 0 0 人程であったが、日本からの参加は
1 4 名であった。他に、マレーシアに駐在中の9 M 2 / J A 1 G Q C 高
崎さんが仕事でコタキナバルへ出張中と9 M 4 S E A のシャック
に顔を出し、フィリピンからJ A 2 K L T / 4 F 7 / 1 丸山さんが参加さ
れた。高崎さんはクアラルンプールにある日本クラブのクラブ
局 9 M 2 J K L のメンバーとして活躍中であるが、9 G 5 D X などの
運用でも知られている。また丸山さんも多くのエンティティから
Q R V しておられるが、近くコタキナバルに移住するとのことで
既に9 M 6 K L T の免許を得たとのことであった。2 年前にこのコ
ンベンションを主催した大阪からの参加がJ E 3 B E Q 宮本さんと
私の2 人だけとは少々淋しかった。

2 日目 ( 1 1 月2 1 日・金曜日) は参加者全員で記念撮影の後、数
台のバスや自家用車に分乗して市外の観光に出かけた。L o
k  K a w i の野生動物園（W i l d l i f e  P a r k ）を見学の後、途中で
バッフェスタイルの昼食を済ませ、K l i a s  P r o b o s c i s  R e s o r t  ( M o

n k e y  T o p  S a f a r i )  へ激しいスコールの中を2 時間余り進んだ。
リゾートは川辺にあり、しばらく休憩の後数隻のボートに分乗
して野生のサルの観察と、日が暮れてからは蛍の鑑賞に出
かけた。リゾートでは並行して夕食の準備が進み2 匹の子羊



の丸焼きが香ばしい匂いを漂わせていた。B A R C の会長、9
M 6 T W ,  J a m e s の挨拶の後、地元 K o t a  K l i a s の名士であり、運
輸副大臣を務める国会議員、D a t u k  S e r i  P a n g l i m a  H a j i  L a j i m
 H a j i  U k i n 氏の歓迎の挨拶があった。参加者は思い思いのテ
ーブルで民族舞踊を鑑賞しながら食事を楽しんだが、このよ
うな雰囲気のなかで国籍や民族の違いを超えた共感が得ら
れ、賑やかな会話やダンスを通して国際親善・友好が図れて
いるのは素晴らしいことである。

3 日目 ( 1 1 月 2 2 日・土曜日 )  市内観光に出かけるためにH o t e l  
P r o m e n a d e のロビーに集まっている時、2 階で開かれているア
マチュア無線のワークショップに気づいた。これはM C M C （M
a l a y s i a n  C o m m u n i c a t i o n  a n d  M u l t i m e d i a  C o m m i s s i o n  -  マレ
ーシア語の略称はS K M M ）が主催するR a d i o  A m a t e u r  W o r k s
h o p  2 0 0 8 であったが、1 2 月 1 7 日に行われるアマチュア無線の
試験（R A E ）に備えてのようであった。B A R C  ( B o r n e o  A m a t e u
r  R a d i o  C l u b ) が協力していたが、受講料はR M 1 0 （約 3 0 0 円）
とのことで、5 0 名以上の受講者が講義を熱心に聞き入ってい
た。講義は「I n t r o d u c t i o n  t o  A m a t e u r  R a d i o  2 0 0 8 」、「E l e c t r o n i
c s  F u n d a m e n t a l s 」、「P r a c t i c a l  G u i d e  t o  A m a t e u r  R a d i o 」、「T e c
h n i c a l  S p e c i f i c a t i o n  f o r  A m a t e u r  R a d i o  E q u i p m e n t」、「G u i d e l i
n e  o n  t h e  A l l o c a t i o n  o f  C a l l  S i g n  t o  t h e  A m a t e u r  R a d i o  S e r v i c
e 」と幅広い内容で、午前 8 時から午後 5 時までの長時間の講
義であった。中国でも参考になるだろうとB A 4 E H ,  C h e n さんに
知らせ、短時間ではあったが見学してもらった。

その後、希望者のみが2 台のバスに分乗して市内観光に出か
け、コタキナバルで最も高い懸架式のビルディング（3 2 階建
の官庁）、2 , 0 0 0 人を収容できる回教モスク、大きな立像が目
を引く仏教寺院、ロングハウスの展示がある民族博物館など
を見学した。このコースは前回（2 0 0 1 年）の観光コースと同じ
であったが、この辺りは変わっていなく懐かしい思いで見学し
た。夜は隣にあるT a n g  D y n a s t y  H o t e lで晩餐会  ( G a l a  D i n n e r )
 が開かれた。民族衣装、正装、カジュアルと思い思いの服装
での参加者が席についた。主催者代表や M C M C の9 M 2 R T ,  
A h m a d  R a z i f  R a m l i氏などのゲストの挨拶に続き開会宣言と
共に、9 M 6 G Y ,  G o d f r e ｙが準備したスライドでS E A N E T の歴
史を紹介して会場を盛り上げた。スライドには2 0 0 6 年の大阪
でのコンベンションの写真も出てきた。舞台に繰り広げられる
民族舞踊を鑑賞しながら夕食が始まったが、回教国とあって
アルコール類は出されなかった。食事をしながらの歓談も一
段落した頃 S E A N E T コンテストの入賞者の表彰式が行われ、
シングルオペ部門で１位になったH S 0 Z E E ,  S h e r i d o n  他が賞
状を受け取った。続いての恒例の国別パーフォマンスは司会
をV 8 A O O ,  S a i f u d d i n に引継いだ。日本の番では日本人全員
が壇上に上がりJ E 3 B E Q 宮本さんの指揮で、「浜辺の歌」など
3 曲を合唱した。アンプの不調で準備した伴奏が流れなかっ
たが、9 M 2 K N ,  D r .  K e n がギターを片手に壇上に上がり演奏
で協力してくれた。今回特に目立ったのは隣国ブルネイの民
族舞踊であったが、6 0 人近い参加者を引き連れての参加は
、ここだけではなく各場面で今回のコンベンションをサポート
しているという印象であった。

最終日（1 1 月 2 3 日・日曜日）は恒例の総会（P l e n a r y  M e e t i n g ）
では9 M 6 D X X （G 4 J V G ）,  S t e v e が3 B 7 C ,  S t .  B r a n d o n のD X ペ
ディションを、H S 0 Z E U  ( D L 2 E B R ) ,  M a n f r e d がT I 9 K K ,  C o c o s  
I s .のD X ペディションをスライドで報告した。3 B 7 C に参加した
G 3 N U G ,  N e v i l l e  及び M D 0 C C E  ( N 2 B B ) ,  B o b も会場に顔を
出していた。2 0 0 9 年の開催地、韓国のソウルをH L 1 K D W ,  C h
a e さんが紹介、2 0 0 9 年1 0 月2 3 日（金）から2 7 日（火）と週末を



P o s t - C o n v e n t i o n  A c t i v i t y  として L a b u a n 島（I O T A #  O C - 1 3 3 ）
での運用が計画されていたが、私はそれには参加せず帰途  
クアラルンプールに立ち寄り、1 1 月2 6 日に日本クラブのクラブ
局 9 M 2 J K L を訪問してゲストオペをさせて頂いた。コタキナバ
ルでお会いした9 M 2 / J A 1 G Q C 高崎さんの他、9 M 2 A C  ( J L 2 R
A A ) 齋藤さんや 9 M 2 B Z 鶴岡さんにもお目にかかり、日本クラ
ブの日本レストランで夕食をご馳走になったあと、市内から初
めて乗る直行電車で空港( K L I A ) に向かった。

挟んでの5 日間で、ソウルからは遠いが半島の東側、北朝鮮
との国境近くにあるG a n g w o n  P r o v i n c e の M t .  S o r a k  の紅葉を
参加者に是非見て貰いたいという思いからとのことであった。
C h a e さんは日本から出来るだけ沢山の人達が参加して欲し
いと願っている。引き続いて2 0 1 0 年度の開催地を中国の上海
に決めた。ブルネイやオーストラリアも開催に手を上げたが、
中国は 2 0 0 6 年の大阪でのコンベンションから立候補してお
り、今回は北京のB G 1 D O ,  L i u さんと上海のB A 4 E H ,  C h e n さ
んを中心に、通訳や報道関係者を連れて来るなど大した熱
の入れ方であった。今回はまだ一度も開催したことのない国
を優先でという流れのなかで中国に決まったものである。S E A
N E T コンベンションの主催がいかに大変であるかは我々も大
阪でのコンベンションで経験したことであり、一時候補地がな
く開催が出来なかった時代にくらべると、各国で招きたいとい
う動きが出てきたことは嬉しいことである。また、午後からは9
M 4 S E A のリグを撤去した9 階の9 1 6 号室で、J A 1 B R K 米村さ
ん、D U 1 E V ,  E d d i e 、J A 1 R J U 小笠原さんの3 人のV E によるF C
C の試験が行われ数人が受験した。これは昨年米村さんが提
案していたことであったが、多分 S E A N E T コンベンションでは
初めての試みであったと思う。私は英国から帰国した1 9 9 8 年
の翌年から毎年参加し、今年で1 0 年目になるが、初期のS E A
N E T メンバーが次々に亡くなる淋しさの中で、若い人達の参
加による世代の変化を感じた。宮本さんが名付けられたS E A
N E T スピリットである草の根での国際交流・国際親善が脈々と
受け継がれている。

e - m a i l  :  j i 3 z a g @ j i 3 z a g . n e tU R L :  h t t p : / / w w w . j i 3 z a g . n e t /


